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■日 時：令和
れいわ

３年
ねん

７月
がつ

４日
にち

（日
にち

） 

■会 場：八戸市
はちのへし

水産
すいさん

科学館
かがくかん

マリエント５階
かい

展望室
てんぼうしつ

、鮫
さめ

角
かど

灯台
とうだい

 

参加者：ジュニア会員
かいいん

 ・シニア会員
かいいん

 ・プラチナ会員
かいいん

・・・計
けい

９７名
めい

 

 

海上
かいじょう

保安庁
ほあんちょう

の仕事
し ご と

大研究
だいけんきゅう

 鮫
さめ

角
かど

灯台
とうだい

見学
けんがく

 
 

    ・海の安全を３６５日守り続ける「八戸海上保安部」の皆様より、「海の安全を守る」知らなかった 

では済まされない 密漁・密輸をテーマとした講義等を行っていただく事により、海上保安庁の役 

割と仕事内容について知り興味関心を広げるとともに、海上犯罪の現状と、その対応策、海での事 

件事故等現状を知ることにより、海の安全を守る仕事の重要性の理解を深める。 

・講演、体験、見学等、当企画をとおして、海洋、水産事業には幅広い多くの業種があり、実際に専 

門家や現場で働いている人の声（話）を直に聞くことによって将来携わる職業の選択の幅を広げる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

海
うみ

と地球
ちきゅう

の科学
か が く

を学
まな

ぶ 

マリエント「ちきゅう」たんけんクラブ 

 

７月
がつ

活動
かつどう

報告
ほうこく

 

趣旨
し ゅ し

 

協  力：八戸海上保安部 

 

（オープニング、講和） 

次  長  榊
さかき

 浩文
ひろふみ

 様 

管理課長 工藤
く ど う

 剛
まさ

万
かつ

 様 

 

（鮫角灯台） 

次  長 坂本
さかもと

  勝
まさる

 様 

交通課長 柴山
しばやま

 智司
さ と し

 様 

  

他５名の保安部の皆様 

■八戸海上保安部は第二管区（青森県から

福島県を管轄範囲とする）に所属してお

り、２４時間３６５日、日夜海の治安の

維持、安全を守っています。 

 

■鮫角灯台（さめかどとうだい）は、青森

県八戸市鮫町に所在する灯台。八戸港に

出入する船舶の目標となっている。 

「日本の灯台 50選」にも選ばれている日

本を代表する灯台の一つ。 



 ９：００オープニング  

はじめに、オープニングでは、今回活動でお世話になります八戸海上保安部の皆様をご紹介。 

クラブ会員を代表して、高安 美瑠来さん、岩手県立種市高等学校 海洋開発科 ２年 𦹀井 遊翔さんよ

り、代表挨拶と、御礼の気持ちを込めて、マリエント「ちきゅう」たんけんクラブサイダーを贈呈しました。 

続いて、引率をしてくださる、マリエント「ちきゅう」たんけんクラブジュニア  井上
いのうえ

 貫之
かんじ

 会 長
かいちょう

、

高橋
たかはし

 晃
あきら

 副
ふく

会 長
かいちょう

、シニア 横
よこ

葉
は

 和浩
かずひろ

 副
ふく

会 長
かいちょう

をご紹介。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そして、マリエントスタッフより日程の説明を行いました。 

 



その後
ご

、本日
ほんじつ

の流
なが

れの説明
せつめい

や、工藤課長より活動
かつどう

を行
おこな

う際
さい

の注意事項をご説明いただきました。 

 

 ９：２０ 活動開始 （灯台へ出発＆講義） 

今回は、Ａ班・Ｂ班２つのグループに分
わ

かれて、行動しました。まずは、Ｂ班が最初に灯台見学のため出発
しゅっぱつ

。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マリエントを出て直ぐの踏切を渡り、坂道をずっと上っていきます。

途中、脇道に入り奥へ進むにつれて草木が生い茂る自然に囲まれた道

に景色が変わっていき、気分はまさに探検隊！ 

 

 

 



もう少しで灯台に着く道の途中、前方から何やら人？影が近づいてきます。何だろう？と不思議に思っていると。。 

その正体は、海上保安庁のマスコットキャラクター「うみまる」でした！ 

たんけんクラブの皆をお出迎えに来てくれたのです。会員たちは大喜び！灯台に到着すると、八戸海上保安部の皆

様をはじめ、八戸市の皆様、多くの皆様が迎えてくれました。 

 ９：４０ 鮫角灯台到着  見学の前に、八戸海上保安部 坂本 勝 様より説明を聞きました。 



いよいよ見学開始です。長い螺旋階段をゆっくり上っていきます。（全部で７９段） 

あ頂上に到着すると、広大なパノラマが広がっていました。 

一番最初に上ったグループは、ちょうどのタイミングで八戸線の列車が走行する瞬間を見ることが出来ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

うみまると一緒に記念撮影タイム 

 

 

 

 

あまりの高さ

にドキドキ 

ダイバーバージョン

のうみまるくん 


